
 

○関西福祉科学大学学則 
 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 関西福祉科学大学（以下「本学」という。）は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに

従い、建学の精神「感恩」及び教学理念「夢と志」に基づき、専門の学芸を教授研究し、幅広く深い

教養及び総合的な判断力と豊かな人間性を培い、全ての人々のウェルビーイングを支える人材を育成

することを目的とする。 

（所在地） 

第１条の２ 本学の所在地を、大阪府柏原市旭ケ丘三丁目11番１号に置く。 

（自己点検・評価等） 

第２条 本学は、教育水準の向上を図り、目的及び社会的使命を達成するため、教育研究活動等の状況

について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表するものとする。 

２ 本学は、教育研究等の総合的な状況について、学校教育法施行令第40条で定める期間ごとに、文部

科学大臣の認定を受けた認証評価機関による評価を受けるものとする。 

３ 前２項の点検及び評価を行うにあたっての項目の設定、実施体制等については別に定める。 

（教育内容等の改善） 

第２条の２ 本学は、授業内容及び方法の改善を図るための委員会を設け、研修及び研究を実施する。 

２ 前項の委員会については、別に定める。 

第２章 学部、学科、専攻、大学院、専攻科、収容定員、修業年限及び卒業 

（学部及び学科） 

第３条 本学に次の学部、学科を置く。 

社会福祉学部 福祉創造学科 

心理科学部  心理科学科 

健康福祉学部 健康科学科 

福祉栄養学科 

    保健医療学部 リハビリテーション学科 

理学療法学専攻 

            作業療法学専攻 

            言語聴覚学専攻 

    教育学部   教育学科 

            子ども発達教育専攻 

２ 各学部・学科の目的を次の通りとする。 

社会福祉学部 



 

 

臨床福祉学を基盤とし、人々の幸せを追究する社会福祉学の教育研究を行い、福祉社会の構築に貢

献できる人材を育成する。 

福祉創造学科 

福祉社会を実現するために必要な知識と技能を教授し、幅広い視野、豊かな感性や柔軟な思考

を育み、社会福祉の現場はもとより、企業、行政機関、地域社会において社会福祉のリーダー

として貢献できる専門的職業人を育成する。 

心理科学部 

臨床福祉の精神に則り、人々が幸せな生活を送る基盤となるこころの理解とこころの健康に資する

教育研究を行い、社会に貢献できる人材を育成する。 

心理科学科 

心理学の知識と技能を教授し、現代社会の様々な問題を解決・支援できる専門的職業人を育成

する。 

健康福祉学部 

臨床福祉の精神に則り、人々が幸せな生活を送る基盤となる健康の保持・増進と食生活の指導・管

理に資する教育研究を行い、福祉社会の構築に貢献できる人材を育成する。 

健康科学科 

健康に関わる知識と技能を教授し、トータルヘルスのリーダーとして活躍できる専門的職業人

を育成する。 

福祉栄養学科 

食･栄養に関する知識と技能を教授し、人々を支援できる専門的職業人を育成する。 

保健医療学部 

 人の幸せを願う豊かな人間性・情熱を持ち、プロフェッショナリズムを身につけた医療専門職とし

て、生命科学の発展・医療技術の発展に貢献できる人材を育成する。 

  リハビリテーション学科 

   現代科学並びにリハビリテーション医学の発展に追随し、応用し、リードできる知識と技能を

備えた人材を育てる。 

教育学部 

建学の精神「感恩」及び教学理念「夢と志」に基づき、子どもの発達とその支援についての様々な

課題や要望に応えるための教育研究を行い、全ての子どもたちの生涯にわたるウェルビーイングに

積極的に貢献できる人材を育成する。 

教育学科 

子どもの教育に関わる様々な知識と技能を教授し、子どもの成長・発達を多側面から支援でき

る専門的職業人を育成する。 

（大学院） 

第３条の２ 本学に大学院を置く。 



 

２ 大学院の学則は別に定める。 

（専攻科） 

第３条の３ 削除 

（定員） 

第４条 本学の定員は次のとおりとする。 

学部 学科 入学定員 編入学定員 収容定員 

社会福祉学部 福祉創造学科 80名 3名（第3学年次） 326名 

心理科学部 心理科学科 70名 3名（第3学年次） 286名 

健康福祉学部 
健康科学科 50名 3名（第3学年次） 206名 

福祉栄養学科 60名 3名（第3学年次） 246名 

保健医療学部 リハビリテーション学科  

 

 

理学療法学専攻 70名  280名 

作業療法学専攻 30名  120名 

言語聴覚学専攻 30名  120名 

教育学部   教育学科  

 子ども発達教育専攻 40名  160名 

総   計 1744名 

２ 教育学科子ども発達教育専攻に保育士課程を置く。保育士課程の定員は40名とする。 

（研究施設等） 

第５条 本学に図書館、研究室その他の附属研究施設を置く。 

（修業年限及び在学年限） 

第６条 本学の修業年限は４年とする。ただし、８年を超えて在学することはできない。 

（卒業） 

第７条 本学は、学部に４年以上在学し所定の授業科目を履修して、卒業所要単位数を修得した者に、

卒業の資格をあたえ、卒業証書を授与する。 

（学位の授与） 

第８条 本学を卒業した者に対し次の学位を授与する。 

一 社会福祉学部 福祉創造学科   学士（社会福祉学） 

二 心理科学部  心理科学科    学士（心理科学） 

三 健康福祉学部 健康科学科    学士（健康科学） 

福祉栄養学科   学士（福祉栄養学） 

 四 保健医療学部 リハビリテーション学科 理学療法学専攻  学士（理学療法学） 

作業療法学専攻  学士（作業療法学） 

言語聴覚学専攻  学士（言語聴覚学） 



 

 

五 教育学部   教育学科 子ども発達教育専攻 学士（教育学） 

第３章 職員組織 

（職員） 

第９条 本学に次の職員を置く。 

学長、学部長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、技術職員、その他の職員。 

２ 学長は学校教育法の定めるところに従い、校務を掌り、所属職員を統督する。 

３ 学長は必要に応じ、全学的立場から学長の職務を補佐し、命を受けて校務をつかさどる副学長を置

くことができる。 

４ 学部長は学部の学務を管理し、所属職員を監督する。 

５  職員の職務は学校教育法の定めるところによる。 

第４章 大学評議会・教授会 

（大学評議会とその構成） 

第９条の２ 本学及び関西女子短期大学（以下「短大」という。）の教学に関する最高の審議機関として

大学評議会を置く。 

２ 大学評議会は、次の各号に掲げる者をもって構成する。 

一 本学学長 

二 短大学長 

三 本学副学長 

四 短大副学長 

五 研究科長 

六 学部長 

七 本学学科長 

八 事務局長 

九 事務局次長 

十 本学学長及び短大学長が指名する事務局の各部署長 若干名 

十一 本学学長及び短大学長が指名する教職員 若干名 

３ 前項の規定にかかわらず本学学長及び短大学長が必要と認めたときは大学評議会にその他の教職

員を出席させることができる。 

（大学評議会審議事項） 

第９条の３ 大学評議会は、本学及び短大の教育研究に関わる次の重要な事項について審議し、当該学

長が決定する。 

一 将来計画に関する事項 

二 学則の改正及び諸規程等の制定改廃に関する事項 

三 教員の人事に関する当該学長の諮問事項 

四 人事の基準など人事施策に関する事項 



 

五 教育課程の編成に関する方針に係る事項 

六 学生の厚生及び補導に関する方針に係る事項 

七 学生の入学、卒業又は課程の修了その他その在籍に関する方針及び学位の授与に関する方針に係

る事項 

八 自己点検・評価に関する事項 

九 名誉教授の承認に関する事項 

十 その他本学及び短大における重要な事項 

（大学評議会規程） 

第９条の４ 大学評議会の運営に関しては別に大学評議会規程の定めるところによる。 

（教授会とその構成） 

第10条 本学各学部に教授会を置く。 

２ 教授会は学部長、教授、准教授及び講師をもってこれを構成する。 

３ 前項の規定にかかわらず、学長・学部長が必要と認めたときは教授会に前項以外の教職員を出席さ

せることができる。 

（教授会の招集） 

第11条 学部長は毎月、１週間以前に文書をもって定例教授会を招集する。 

２ 教授会は構成員全員の３分の２以上の出席をもって成立し、議事は出席者の過半数をもって決する。 

（議長） 

第12条 学部長は教授会の議長となる。ただし、学部長に事故あるときは、学部長があらかじめ指名し

た者が議長となる。 

（臨時教授会） 

第13条 学部長は教授会の構成員全員の３分の２以上から議題を示し文書をもって要求があった場合

には、要求のあった日から14日以内に、臨時教授会を開催しなければならない。 

（教授会審議事項） 

第14条 教授会は、学部の教育研究に関わる次の重要な事項について審議し、学長が決定を行うにあた

り意見を述べるものとする。 

一 学生の入学、卒業及び学位の授与に関する事項 

二 教授・准教授・講師及び助教の人事に関する学長の諮問事項 

三 教育課程及び授業科目に関する事項 

四 学生の転学部・転学科、除籍に関する事項 

五 学則及び諸規程等の制定、改廃に関する事項 

六 学生の賞罰に関する事項 

２ 教授会は、前項に規定するものの他、学部の教育研究に関する事項について審議し、及び学長・学

部長の求めに応じ、意見を述べることができる。 

（教授会規程） 



 

 

第15条  教授会の運営に関しては別に教授会規程の定めるところによる。 

第５章 教育課程及び履修方法 

（授業科目及び単位数） 

第16条 各授業科目及び単位数は[別表１]の通りとする。 

（授業科目の区分） 

第17条 社会福祉学部、心理科学部、健康福祉学部及び教育学部における授業科目の区分は次の各号の

通りとする。 

一 授業科目は基礎分野、専門共通科目、専門科目及び教育職員免許に関する科目に分け、これを４

年間に配当して教授する。 

二 基礎分野、専門共通科目及び専門科目は、これを必修科目、選択必修科目及び選択科目に区分す

る。〔別表１〕 

三 教育職員免許に関する科目はすべて自由科目とする。〔別表１〕 

２ 保健医療学部における授業科目の区分は次の各号の通りとする。 

一 授業科目は基礎分野、専門基礎分野、専門分野に分け、これを４年間に配当して教授する。 

二 基礎分野、専門基礎分野及び専門分野は、これを必修科目、選択必修科目及び選択科目に区分す

る。 

（単位の計算方法） 

第18条 各授業科目の単位数は、原則として次の基準によって計算する。 

一 講義及び演習については、15時間から30時間までの範囲で本学が定める時間の授業をもって１単

位とする。 

二 実験、実習及び実技については、30時間から45時間までの範囲で本学が定める時間の授業をもっ

て１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文及び卒業研究の単位数については学修の成果を評価して、単位

を授与することが適当と認められる場合には、卒業論文は４単位、卒業研究は２単位とする。 

３ 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は、実技のうち二以上の方法の併用により行う

場合については、前掲第１項各号の組み合わせに応じ、別に定める時間をもって１単位とする。 

（学修の評価） 

第19条 試験等の成績評価は、秀、優、良、可、不可をもって表し、秀、優、良、可を合格とする。 

（単位の授与） 

第20条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。ただし、当該学期の学

費未納者については、単位を与えない。 

（進級） 

第20条の２ 進級及び授業科目履修方法・学習の評価等必要な事項は別に定める。 

（他大学・他学部・他学科における授業科目の履修） 

第21条 本学において教育上有益であると認めた場合は、学生が本学の定めるところにより他の大学又



 

は短期大学において修得した授業科目の単位を、本学における授業科目の履修により修得したものと

みなすことができる。 

２ 前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学で修得した授業科目の単位認定に際しても準用する。 

３ 学生は、他学部・他学科開講科目のうち、本学の指定する授業科目について履修することができる。 

４ 前３項の規定により履修した授業科目について修得した単位については、60単位を限度として所属

学部において修得した単位とみなすことができる。 

５ 前４項の実施に関して必要な事項は別に定める。 

（専攻科における授業科目の履修） 

第21条の２ 削除 

（留学） 

第22条 本学と学生交換に関する協定のある外国の大学又はその他の外国の大学の授業科目の履修を

希望する者があるときは、学長が本人の教育上有益であると認めた場合に限り、交換留学又は認定留

学としてこれを許可することができる。 

２ 交換留学の期間は２学期間、認定留学の期間は１学期間又は２学期間とし、その期間を本学におけ

る在学期間に算入することができる。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第23条 本学において教育上有益であると認めた場合は、学生が行う短期大学又は、高等専門学校の専

攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、

単位を与えることができる。 

２ 前項により与えることができる単位数は、第21条第１項から第３項により本学において修得したも

のとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 

３ 前２項の実施に関して必要な事項は別に定める。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第24条 本学において教育上有益であると認めた場合は、学生が本学入学以前に大学又は短期大学にお

いて修得した単位、短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修及びその他文部科学大臣が別

に定める学修については、本学における授業科目の履修により修得したものとして認定することが

できる。 

２ 前項により修得したものとみなし、また与えることのできる単位数は、編入学・転入学の場合を除

き、本学において修得した単位以外のものについては、第21条第１項、第２項及び第３項並びに第 

23条第１項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとす

る。 

３ 前２項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学で修得した単位の場合にも準用する。 

４ 前３項の実施に関して必要な事項は別に定める。 

（授業期間） 

第25条 １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含めて35週とする。 



 

 

（各授業科目の授業期間） 

第25条の２ 各授業科目の授業は、十分な教育効果を上げることができるよう、８週、10週、15週そ

の他の本学が定める適切な期間を単位として行うものとする。 

（卒業の要件） 

第26条 本学における卒業に必要な最低単位数は124単位とする。また、各学部・各学科の卒業要件は

[別表２]の通りとする。 

第６章  資格課程 

 （免許状、資格の種類） 

第27条 法令に基づく資格及びその他の資格を取得する者のため、本学に教育職員免許課程及びその他

資格に関する科目を置く。 

２ 本学において取得できる教員免許状は、次の通りである。 

健康福祉学部 健康科学科 

中学校教諭一種免許状 保健 

高等学校教諭一種免許状 保健 

養護教諭一種免許状 

健康福祉学部 福祉栄養学科 

栄養教諭一種免許状 

教育学部 教育学科 子ども発達教育専攻 

幼稚園教諭一種免許状 

小学校教諭一種免許状 

特別支援学校教諭一種免許状（知・肢・病） 

 （免許状、資格の取得） 

第27条の２ 本学における法令に基づく免許状及び資格の取得は次の通りとする。 

一 教員の免許状を得ようとする者は、第７条及び第26条に定める卒業の要件を充足し、教育職員免

許法及び同法施行規則に定めるところにより単位を修得しなければならない。教育職員免許課程に

関する科目及び単位並びに履修方法については別に定める。 

二 教育学科子ども発達教育専攻において、第７条及び第26条に定める卒業の要件を充足し、児童

福祉法施行令及び同法施行規則に定める所要の単位を修得することにより、保育士資格を取得す

ることができる。保育士養成課程に関する科目及び単位並びに履修方法については別に定める。 

三 社会福祉士国家試験受験資格を得ようとする者は、第７条及び第26条に定める卒業の要件を充足

し、社会福祉士及び介護福祉士法及び同法施行規則に定めるところにより単位を修得しなければな

らない。 

四 精神保健福祉士国家試験受験資格を得ようとする者は、第７条及び第26条に定める卒業の要件を

充足し、精神保健福祉士法及び同法施行規則に定めるところにより単位を修得しなければならない。 

五 栄養士の資格を得ようとする者は、第７条及び第26条に定める卒業の要件を充足し、栄養士法及

び同法施行規則に定めるところにより単位を修得しなければならない。 



 

六 管理栄養士国家試験受験資格を得ようとする者は、第７条及び第26条に定める卒業の要件を充足

し、栄養士法及び管理栄養士学校指定規則に定めるところにより単位を修得しなければならない。 

七 理学療法士国家試験受験資格を得ようとする者は、第７条及び第26条に定める卒業の要件を充足

し、理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則に定めるところにより単位を修得しなければなら

ない。 

八 作業療法士国家試験受験資格を得ようとする者は、第７条及び第26条に定める卒業の要件を充足

し、理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則に定めるところにより単位を修得しなければなら

ない。 

九 言語聴覚士国家試験受験資格を得ようとする者は、第７条及び第26条に定める卒業の要件を充足

し、言語聴覚士学校養成所指定規則に定めるところにより単位を修得しなければならない。 

十 介護福祉士国家試験受験資格を得ようとする者は、第７条及び第26条に定める卒業の要件を充足

し、社会福祉士及び介護福祉士法及び同法施行規則に定めるところにより単位を修得しなければな

らない。その他介護福祉士国家試験受験資格の取得に関する事項は別に定める。 

十一 公認心理師試験受験資格を得ようとする者は、第７条及び第26条に定める卒業の要件を充足し、

公認心理師法及び同法施行規則に定めるところにより単位を修得しなければならない。 

第７章 学年、学期及び休業日 

（学年及び学期） 

第28条 本学の学年は毎年４月１日から翌年３月31日までとし、４月１日から９月30日までを春学期、

10月１日から翌年３月31日までを秋学期とする。なお、授業期間については当該年度の学年暦におい

て定める。 

（休業日） 

第29条 本学の休業日は次のとおりとする。 

一 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

二 日曜日 

三 本学園創立記念日（５月14日） 

四 春季、夏季及び冬季休業日 

２ 前項第四号の休業日は、当該年度の学年暦において定める。 

３ 本条第１項の規定にかかわらず、教育上必要があるときは、休日又は休業日に授業を行うことがあ

る。 

４ 本条第１項の規定にかかわらず、学長は大学評議会の議を経て臨時に休業日を設け、又は臨時に変

更することができる。 

第８章 入学・編入学・転学・休学・退学及び除籍 

（入学資格） 

第30条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する資格を有する者で本学の入学試験

に合格した者に限る。 

一 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

二 通常の課程における12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する



 

 

学校教育を修了した者を含む） 

三 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の

指定した者 

四 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該

課程を修了した者 

五 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満た

すものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

六 文部科学大臣の指定した者 

七 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大

学入学資格検定に合格した者を含む。） 

八 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で、18歳に達した者 

（入学の時期） 

第31条 本学の入学の時期は各学期始めとする。 

（入学の出願） 

第32条 本学に入学を志願する者は、入学願書、出身高等学校長作成の調査書、その他本学所定の書類

に入学検定料を添えて、所定の期日までに提出しなければならない。入学検定料については別に定め

る。 

（入学試験） 

第33条 前条の入学志願者については、入学試験による選考を行う。 

（入学手続等） 

第34条 本学の入学試験の合格者は、誓約書、保証書、その他本学所定の書類に入学金、授業料等の納

付金を添えて所定の期日までに提出しなければならない。 

２ 前項手続完了者に対して、学長は入学を許可する。 

（保証人） 

第35条 保証書の保証人は父母とし、学生の在学中に関する一切の事項について保証しなければならな

い。父母が保証人となることができない場合は成年の親族又は縁故者とする。 

２ 保証人が死亡又はその他の理由によって資格を失ったときは、新たに保証人を定めて届け出なけれ

ばならない。 

（編入学） 

第36条 本学の第３学年次において、次の各号の一に該当する資格を有する者について編入学選抜の上

編入学を許可することができる。 

一 大学を卒業した者又は大学に２年以上在学し、所定の単位を修得した者 

二 短期大学を卒業した者 

三 高等専門学校を卒業した者 

四 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上、総授業時数が 1,700 時間以上又は 62 単位以上であ



 

るものに限る。）を修了した者 

五 高等学校の専攻科の課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を

満たすものに限る。）を修了した者 

六 その他、前各号に規定する者と同等以上の学力があると本学が認めた者 

（編入学生の修業年限） 

第37条  前条第１項による編入学生の修業年限は２年とする。ただし、４年を超えて在学することはで

きない。 

（転学） 

第38条 本学から他の大学等に転学を希望する者は、学長の許可を得なければならない。 

（転学部・転学科） 

第38条の２ 学内における転学部・転学科を希望する者は、所定の書類を添えて現に所属する当該学部

長に願い出て、転入希望の学部教授会の議を経て、学長の許可を得なければならない。 

（休学） 

第39条 病気・家庭の事情及びその他の理由により休学しようとする者は、所定の休学願を学部長に提

出して、学長の許可を得なければならない。 

（休学の期間） 

第40条 休学の期間は１学期単位とする。 

２ 許可された休学期間の経過後も継続して休学しようとする者は、原則としてその休学期間満了前に

あらためて休学願を提出しなければならない。 

３ 休学の期間は通算して４学期を超えることはできない。 

４ 休学の期間は第６条及び第37条の在学年数に算入しない。 

（退学） 

第41条 疾病その他やむを得ない理由により退学しようとする者は、所定の退学願を学部長に提出して、

学長の許可を得なければならない。 

２ 退学の期日は所定の退学願に記載された退学期日とする。  

（除籍） 

第42条 次の各号の一に該当する者は、教授会の議を経て学長が除籍する。   

一 第６条及び第37条に規定する在学年限を超えた者 

二 第40条に規定する休学期間を超えてなお就学できない者 

三 正当な理由なく学納金の納付を怠り、督促を受けてもなお納入しない者 

四 死亡した者又は長期間にわたり行方不明の者 

（復学） 

第43条 休学した者が、復学しようとする場合は、原則として休学期間満了前に所定の復学願を学部長

に提出して、学長の許可を得なければならない。 

２ 復学の時期は、春学期又は秋学期の始めとする。 



 

 

（再入学） 

第44条 次に掲げる者が再入学を希望する場合は、願出により教授会の議を経て学長が再入学を許可す

ることがある。ただし、再入学は退学もしくは除籍の日から５カ年以内とする。 

一 第41条により本学を退学した者 

二 第42条第三号により除籍された者 

第９章 学費 

第45条 本学の学費は、入学金、授業料、教育充実費をいう。 

２ 学費の明細は本学則［別表３］に表示する。 

３ 既納の学費は、いかなる理由によっても返還しない。 

４ 第39条による休学者の休学中の学費については、在籍料のみとする。 

第10章 科目等履修生・特別科目等履修生・委託生・外国人学生・研究生・聴講生・特別聴講生 

（科目等履修生・特別科目等履修生） 

第46条 本学の特定の授業科目の履修及び単位の修得を希望する者があるときは、本学の教育に支障の

ない限りにおいて選考の上、科目等履修生又は特別科目等履修生としてこれを許可する。 

２ 科目等履修生に対する単位の授与については、本学則第19条及び第20条の規程を準用する。 

３ 特別科目等履修生に対する単位の授与については別に定める。 

４ 科目等履修生及び特別科目等履修生に関する規程は別に定める。 

（委託生） 

第47条 公共団体又はその他の機関から本学の特定の授業科目について修学を委託される者があると

きは、選考の上、委託生としてこれを許可する。 

（外国人学生） 

第48条 外国人で大学において教育を受ける目的で入国し、本学に入学を希望する者があるときは選考

の上、入学を許可する。 

（研究生） 

第49条 本学の教員を指導教員として特定の研究課題について指導を受けることを希望する者がある

ときは、選考の上、研究生としてこれを許可する。 

（聴講生・特別聴講生） 

第50条 本学の特定の授業科目の聴講を希望するものがあるときは、選考の上、聴講生又は特別聴講生

としてこれを許可する。 

第11章 賞罰 

（表彰） 

第51条 本学の学生でその行為・業績において特に表彰に値する者があるときは教授会の議を経て学長

が表彰する。 

（懲戒） 

第52条 本学の学生で学則その他諸規則に違反し、学生の本分に著しく反する行為があったときには教



 

授会の議を経て学長が懲戒する。 

２ 前項の懲戒の種類は退学、停学及び訓告とする。 

３ ただし、退学は次の場合に限る。 

一 性行不良で改善の見込がないと認められる者 

二 学力がきわめて劣等で成業の見込がないと認められる者 

三 正当の理由がないにもかかわらず出席が常でない者 

四 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

第12章 公開講座 

（公開講座） 

第53条 本学が必要があると認めるときは公開講座を開設することができる。 

第13章 厚生施設 

（厚生施設） 

第54条 本学に厚生施設として学生寮、保健室、学生相談室、食堂等を置く。 

附 則 

１ 本学則は、平成９年４月１日からこれを施行する。 

２ 本学則の改正は平成10年４月１日からこれを施行する。 

３ 本学則の改正は平成11年４月１日からこれを施行する。 

ただし、教育課程に係る変更は平成11年４月１日以降に１年生に入学する者から適用する。 

４ 本学則の改正は平成12年４月１日からこれを施行する。 

ただし、教育課程に係る変更は平成12年４月１日以降に１年生に入学する者から適用する。 

５ 本学則の改正は平成13年４月１日からこれを施行する。 

ただし、教育課程に係る変更は平成13年４月１日以降に１年生に入学する者から適用する。なお、

社会福祉援助技術演習Ⅰ及び社会福祉援助技術演習Ⅱの変更は平成12年度１年生に入学の者から

適用する。 

６ 本学則の改正は平成13年８月１日からこれを施行する。 

７ 本学則の改正は平成14年４月１日からこれを施行する。 

ただし、教育課程に係る変更は平成12年４月１日以降に１年生に入学の者及び平成14年４月１日以

降に３年生に編入学する者から適用する。 

８ 本学則の改正は平成15年４月１日よりこれを施行する。 

ただし、社会福祉学部社会福祉学科の教育課程に係る変更は平成15年４月１日以降に１年生に入学

の者及び平成17年４月１日以降に３年生に編入学する者から適用する。 

９ 本学則の改正は平成15年10月１日からこれを施行する。 

10 本学則の改正は平成16年４月１日よりこれを施行する。 

ただし、社会福祉学部社会福祉学科の教育課程に係る変更は平成16年４月１日以降に１年生に入学

の者及び平成18年４月１日以降に３年生に編入学する者から適用する。又、健康福祉学部福祉栄養



 

 

学科の教育課程に係る変更は平成15年４月１日以降に１年生に入学の者及び平成17年４月１日以

降に３年生に編入する者から適用する。 

11 本学則の改正は平成16年７月１日からこれを施行する。 

12 本学則の改正は平成17年４月１日よりこれを施行する。 

ただし、社会福祉学部社会福祉学科の「特別講義Ⅰ､Ⅱ､Ⅲ､Ⅳ､Ⅴ」及び「家族支援論」の追加、及

び「教育課程論」、「特別活動論」及び「学校教育相談」の変更、又、健康福祉学部健康科学科の

「学校教育相談」及び教育職員免許に関する科目の変更、又、健康福祉学部福祉栄養学科の教育課

程に係る変更、「学校教育相談」、「学校栄養指導論」、「栄養教諭の職務」、「学校栄養教育概

論」及び教育職員免許に関する科目の追加は平成15年４月１日以降に１年生に入学の者及び平成17

年４月１日以降に３年生に編入する者から適用する。又、社会福祉学部社会福祉学科の専門科目に

関する変更、又、社会福祉学部臨床心理学科の専門共通科目に関する変更、又、健康福祉学部健康

科学科の専門共通科目に関する変更、又、健康福祉学部福祉栄養学科の専門共通科目に関する変更

は平成17年４月１日以降に１年生に入学の者及び平成19年４月１日以降に３年生に編入する者か

ら適用する。又、社会福祉学部社会福祉学科の「基礎演習Ⅱ」の履修区分の変更は平成16年４月１

日以降に１年生に入学する者及び平成18年４月１日以降に３年生に編入学する者から適用する。 

13 本学則の改正は平成18年４月１日よりこれを施行する。 

ただし、社会福祉学部社会福祉学科及び健康福祉学部健康科学科の教育課程に係る変更は、平成15

年４月１日以降に１年生に入学の者及び平成17年４月１日以降に３年生に編入学する者から適用

する。 

14 本学則の改正は平成19年４月１日よりこれを施行する。ただし、別表１の科目については平成19年

３月31日以前に入学した者より適用する。 

15 本学則の改正は平成20年４月１日よりこれを施行する。ただし、別表１の科目「国際社会福祉論Ⅰ」

「国際社会福祉論Ⅱ」については平成20年３月31日以前に入学した者より適用する。 

16 本学則の改正は平成21年４月１日よりこれを施行する。 

ただし、「総合コースⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」については平成18年度４月１日以降に入学した学生に

適用する。又、学則第18条第１項第２号については、平成19年４月１日以降に社会福祉学部社会福

祉学科に入学する者より適用する。又、社会福祉学部社会福祉学科の教育課程に係る変更は平成21

年４月１日以降に３年生に編入する者にも適用する。 

17 本学則の改正は平成22年４月１日よりこれを施行する。 

ただし、健康福祉学部健康科学科の教育課程に係る変更は平成19年４月１日以降に１年生に入学し

た者より適用する。 

18 本学則の改正は平成23年４月１日よりこれを施行する。 

19 本学則の改正は平成24年４月１日よりこれを施行する。 

なお、平成23年度までに在籍している者および、平成24年度、同25年度に３年生に編入学する者の

教育課程の変更及び卒業に必要な最低単位数については「H24.4.1日付関西福祉科学大学学則変更



 

に係る経過措置に関する内規」に定める。 

20 本学則の改正は平成25年４月１日よりこれを施行する。 

なお、「教育心理学」及び「教育心理学概論」については平成22年度以降に入学した者より適用す

る。 

21 本学則の改正は平成26年４月１日よりこれを施行する。 

ただし、「産業保健概論」については平成23年４月１日以降に１年生に入学した者より適用し、「産

業カウンセリング演習」「心理アセスメント」については平成24年４月１日以降に１年生に入学し

た者より適用する。 

22 本学則の改正は、平成27年４月１日よりこれを施行する。ただし、「災害支援論」については平成

27年３月31日以前に入学した者より適用する。 

23 本学則の改正は、平成28年４月１日よりこれを施行する。 

社会福祉学部臨床心理学科は平成28年度から学生募集を停止する。ただし、当該学科は、本学則の

施行にかかわらず平成28年３月31日に当該学科に在籍する者が在籍しなくなるまでの間存続する

ものとし、当該学科に入学時の学則を適用するものとする。なお、平成28年度、同29年度に３年生

に編入学する者は、それぞれ平成26年度、同27年度入学生に適用した学則を適用するものとする。 

また、「インターンシップ科目（事前指導）」「インターンシップ科目（インターンシップ・事後

指導）」については平成27年４月１日以降に１年生に入学した者より適用する。 

24 本学則の改正は、平成29年４月１日よりこれを施行する。 

25 本学則の改正は、平成30年４月１日よりこれを施行する。ただし、平成29年９月14日時点で在籍す

る者で公認心理師試験受験資格を得ようとする者については、第27条の２第１項第十一号を適用す

る。 

26 本学則の改正は、平成31年４月１日よりこれを施行する。 

27 本学則の改正は、令和２年４月１日よりこれを施行する。 

28 本学則の改正は、令和３年４月１日よりこれを施行する。 

29 本学則の改正は、令和４年４月１日よりこれを施行する。 

30 本学則の改正は、令和５年４月１日よりこれを施行する。 

31 本学則の改正は、令和６年４月１日よりこれを施行する。ただし、別表４の科目「教育の方法と技

術（ICT活用含む）」については、令和４年４月１日以降に入学した者より適用する。 

32 本学則の改正は、令和７年４月１日よりこれを施行する。 

33 本学則の改正は、令和８年４月１日よりこれを施行する。なお、別表３については令和８年４月１

日以降に入学した者より適用する。 

 



 

 

［別表１］（第16条・第17条関係） 

社会福祉学部 福祉創造学科 

区 分 科   目   名 単 位 履修区分 

基 
 

礎 
 

分 
 

野 

基礎ゼミナールⅠ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅡ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅢ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅣ ２ 必  修 

総合教養 ２ 選  択 

英語コミュニケーションⅠ ２ 必  修 

英語コミュニケーションⅡ ２ 必  修 

英語コミュニケーションⅢ ２ 選  択 

英語コミュニケーションⅣ ２ 選  択 

総合英語Ⅰ ２ 選  択 

総合英語Ⅱ ２ 選  択 

総合英語Ⅲ ２ 選  択 

オーラルコミュニケーション ２ 選  択 

フランス語Ⅰ ２ 選  択 

フランス語Ⅱ ２ 選  択 

中国語Ⅰ ２ 選  択 

中国語Ⅱ ２ 選  択 

韓国語 ２ 選  択 

情報処理学Ⅰ １ 必  修 

情報処理学Ⅱ １ 必  修 

データサイエンス入門 ２ 必  修 

保健体育 ２ 選  択 

体育実技 １ 選  択 

基礎数学 １ 選  択 

生物学入門 １ 選  択 

基礎科学概論 ２ 選  択 

生命科学概論 ２ 選  択 

統計学 １ 選  択 

哲学 ２ 選  択 

人間学 ２ 選  択 

倫理学 ２ 選  択 

心理学 ２ 選  択 

法学 ２ 選  択 

日本国憲法 ２ 選  択 

人権教育 ２ 選  択 

経済学 ２ 選  択 

政治学 ２ 選  択 

社会学 ２ 選  択 

国際関係論 ２ 選  択 

日本史と世界 ２ 選  択 

社会福祉概論 ２ 選  択 

多文化と共生 １ 選  択 



 

区 分 科   目   名 単 位 履修区分 

キャリア開発 １ 必  修 

専
門
共
通
科

目 

発達心理学 ２ 選  択 

多様化する家族の心理学 ２ 選  択 

インクルーシブな発達心理学 ２ 選  択 

健康・医療心理学 ２ 選  択 

災害支援論 ２ 選  択 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

社会福祉入門Ⅰ ２ 必  修 

社会福祉入門Ⅱ ２ 必  修 

社会福祉の原理と政策Ⅰ ２ 必  修 

社会福祉の原理と政策Ⅱ ２ 必  修 

ソーシャルワークの基盤と専門職 ２ 必  修 

ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） ２ 選  択 

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ２ 選  択 

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ ２ 選  択 

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ ２ 選  択 

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ ２ 選  択 

医学概論 ２ 選  択 

介護概論Ⅰ ２ 選  択 

介護概論Ⅱ ２ 選  択 

社会保障Ⅰ ２ 選  択 

社会保障Ⅱ ２ 選  択 

貧困に対する支援 ２ 選  択 

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ ２ 選  択 

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ ２ 選  択 

社会福祉調査の基礎 ２ 選  択 

ソーシャルワーク演習 ２ 選  択 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ ２ 選  択 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱ ４ 選  択 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ ２ 選  択 

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ ２ 選  択 

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ ２ 選  択 

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ ２ 選  択 

ソーシャルワーク実習指導Ⅳ １ 選  択 

ソーシャルワーク実習Ⅰ ２ 選  択 

ソーシャルワーク実習Ⅱ ４ 選  択 

児童・家庭福祉 ２ 選  択 

子ども・家庭ソーシャルワーク ２ 選  択 

高齢者福祉 ２ 選  択 

高齢期のニーズとケア ２ 選  択 

障害者福祉 ２ 選  択 

障害者の生活支援 １ 選  択 

精神医学と精神医療Ⅰ ２ 選  択 

精神医学と精神医療Ⅱ ２ 選  択 

現代の精神保健の課題と支援Ⅰ ２ 選  択 



 

 

区 分 科   目   名 単 位 履修区分 

現代の精神保健の課題と支援Ⅱ ２ 選  択 

精神保健福祉の原理Ⅰ ２ 選  択 

精神保健福祉の原理Ⅱ ２ 選  択 

精神障害リハビリテーション論 ２ 選  択 

精神保健福祉制度論 ２ 選  択 

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ（精神） ２ 選  択 

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ（精神） ２ 選  択 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ（精神） ２ 選  択 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱ（精神） ２ 選  択 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ（精神） ２ 選  択 

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ（精神） ２ 選  択 

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ（精神） ２ 選  択 

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ（精神） １ 選  択 

ソーシャルワーク実習指導Ⅳ（精神） １ 選  択 

ソーシャルワーク実習（精神） ５ 選  択 

家庭支援論 ２ 選  択 

社会福祉史 ２ 選  択 

国際社会福祉論 ２ 選  択 

福祉サービスの組織と経営 ２ 選  択 

刑事司法と福祉 ２ 選  択 

レクリエーション論 ２ 選  択 

ボランティア活動論 ２ 選  択 

保健医療と福祉 ２ 選  択 

権利擁護を支える法制度 ２ 選  択 

福祉コミュニケーション論 ２ 選  択 

居住福祉 ２ 選  択 

ビジネス基礎 ２ 選  択 

社会起業論 ２ 選  択 

社会福祉学研究 ２ 選  択 

社会福祉特殊講義 １ 選  択 

精神保健福祉特殊講義 １ 選  択 

ビジネス実習（事前指導） １ 選  択 

ビジネス実習（実習・事後指導） ２ 選  択 

福祉マインド論 ２ 必  修 

ソーシャルスキル ２ 選  択 

研究演習Ⅰ ２ 必  修 

研究演習Ⅱ ２ 必  修 

研究演習Ⅲ ２ 必  修 

研究演習Ⅳ ２ 必  修 

人間の尊厳と自立 ２ 選  択 

人間関係とコミュニケーションⅠ ２ 選  択 

人間関係とコミュニケーションⅡ ２ 選  択 

介護の基本（暮らしと支援） ２ 選  択 

介護の基本（支援のしくみ） ２ 選  択 

介護の基本（労働環境） ２ 選  択 



 

区 分 科   目   名 単 位 履修区分 

介護の基本（リスクマネジメント） ２ 選  択 

コミュニケーション技術 １ 選  択 

生活支援技術（基礎） ２ 選  択 

生活支援技術（家事） １ 選  択 

生活支援技術（環境整備） １ 選  択 

生活支援技術（アクティビティ） １ 選  択 

生活支援技術（調理） １ 選  択 

生活支援技術（移動） １ 選  択 

生活支援技術（応用Ⅰ） １ 選  択 

生活支援技術（応用Ⅱ） １ 選  択 

生活支援技術（エンドオブライフ） １ 選  択 

介護過程Ⅰ ２ 選  択 

介護過程Ⅱ １ 選  択 

介護過程Ⅲ ２ 選  択 

介護過程Ⅳ １ 選  択 

介護総合演習Ⅰ １ 選  択 

介護総合演習Ⅱ １ 選  択 

介護総合演習Ⅲ １ 選  択 

介護総合演習Ⅳ １ 選  択 

介護総合演習Ⅴ １ 選  択 

介護実習Ⅰ １ 選  択 

介護実習Ⅱ ２ 選  択 

介護実習Ⅲ ３ 選  択 

介護実習Ⅳ ５ 選  択 

発達と老化の理解 ２ 選  択 

認知症の理解Ⅰ ２ 選  択 

認知症の理解Ⅱ ２ 選  択 

障害の理解Ⅰ ２ 選  択 

障害の理解Ⅱ ２ 選  択 

こころとからだのしくみⅠ ２ 選  択 

こころとからだのしくみⅡ ２ 選  択 

医療的ケアⅠ ２ 選  択 

医療的ケアⅡ ２ 選  択 

医療的ケアⅢ １ 選  択 

医療的ケアⅣ １ 選  択 

介護福祉特殊講義 １ 選  択 

スクールソーシャルワーク論 ２ 選  択 

スクールソーシャルワ―ク演習 １ 選  択 

スクールソーシャルワーク実習指導 １ 選  択 

スクールソーシャルワーク実習 ２ 選  択 

 



 

 

心理科学部 心理科学科 

区 分 科 目 名 単 位 履修区分 

基 
 

礎 
 

分 
 

野 

基礎ゼミナールⅠ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅡ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅢ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅣ ２ 必  修 

総合教養 ２ 選  択 

英語コミュニケーションⅠ ２ 必  修 

英語コミュニケーションⅡ ２ 必  修 

英語コミュニケーションⅢ ２ 選  択 

英語コミュニケーションⅣ ２ 選  択 

総合英語Ⅰ ２ 選  択 

総合英語Ⅱ ２ 選  択 

総合英語Ⅲ ２ 選  択 

オーラルコミュニケーション ２ 選  択 

フランス語Ⅰ ２ 選  択 

フランス語Ⅱ ２ 選  択 

中国語Ⅰ ２ 選  択 

中国語Ⅱ ２ 選  択 

韓国語 ２ 選  択 

情報処理学Ⅰ １ 必  修 

情報処理学Ⅱ １ 必  修 

データサイエンス入門 ２ 必  修 

保健体育 ２ 選  択 

体育実技 １ 選  択 

基礎数学 １ 選  択 

生物学入門 １ 選  択 

基礎科学概論 ２ 選  択 

生命科学概論 ２ 選  択 

統計学 １ 選  択 

哲学 ２ 選  択 

人間学 ２ 選  択 

倫理学 ２ 選  択 

心理学 ２ 選  択 

法学 ２ 選  択 

日本国憲法 ２ 選  択 

人権教育 ２ 選  択 

経済学 ２ 選  択 

政治学 ２ 選  択 

社会学 ２ 選  択 

国際関係論 ２ 選  択 

日本史と世界 ２ 選  択 

社会福祉概論 ２ 選  択 

多文化と共生 １ 選  択 

心理学と職業 １ 必  修 



 

区 分 科 目 名 単 位 履修区分 

専 
 

門 
 

共 
 

通 
 

科 
 

目 

人体の構造と機能及び疾病 ２ 選  択 

福祉心理学 ２ 必  修 

精神疾患とその治療 ２ 選  択 

人間関係論 ２ 選  択 

精神保健と社会福祉 ２ 選  択 

教育学概論 ２ 選  択 

健康教育学原論 ２ 選  択 

肢体不自由者の心理・生理・病理 ２ 選  択 

自閉症スペクトラム障害概論 ２ 選  択 

学習障害・注意欠陥多動性障害概論 ２ 選  択 

医学概論 ２ 選  択 

社会福祉の原理と政策Ⅰ ２ 選  択 

社会福祉の原理と政策Ⅱ ２ 選  択 

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ ２ 選  択 

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ ２ 選  択 

社会保障Ⅰ ２ 選  択 

社会保障Ⅱ ２ 選  択 

権利擁護を支える法制度 ２ 選  択 

刑事司法と福祉 ２ 選  択 

社会福祉調査の基礎 ２ 選  択 

障害者福祉 ２ 選  択 

精神医学と精神医療Ⅰ ２ 選  択 

精神医学と精神医療Ⅱ ２ 選  択 

現代の精神保健の課題と支援Ⅰ ２ 選  択 

現代の精神保健の課題と支援Ⅱ ２ 選  択 

ソーシャルワークの基盤と専門職 ２ 選  択 

精神保健福祉の原理Ⅰ ２ 選  択 

精神保健福祉の原理Ⅱ ２ 選  択 

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ２ 選  択 

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ ２ 選  択 

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ（精神） ２ 選  択 

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ（精神） ２ 選  択 

精神障害リハビリテーション論 ２ 選  択 

精神保健福祉制度論 ２ 選  択 

ソーシャルワーク演習 ２ 選  択 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ（精神） ２ 選  択 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱ（精神） ２ 選  択 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ（精神） ２ 選  択 

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ（精神） ２ 選  択 

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ（精神） ２ 選  択 

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ（精神） １ 選  択 

ソーシャルワーク実習指導Ⅳ（精神） １ 選  択 

ソーシャルワーク実習（精神） ５ 選  択 

専 門 科 目 
AIと脳科学 ２ 選  択 

インクルーシブな発達心理学 ２ 選  択 



 

 

区 分 科 目 名 単 位 履修区分 

おとなの心理学 ２ 選  択 

コーチングと心理学 ２ 選  択 

こどもの心理学 ２ 選  択 

ストレスマネジメント論 ２ 選  択 

ポジティブ心理学 ２ 選  択 

快適な環境の心理学 ２ 選  択 

学習・言語心理学 ２ 選  択 

感情・人格心理学 ２ 必  修 

感情・人格心理学Ⅱ ２ 必  修 

関係行政論 ２ 選  択 

教育・学校心理学 ２ 選  択 

教育・学校心理学Ⅱ ２ 選  択 

健康・医療心理学 ２ 必  修 

健康・医療心理学Ⅱ ２ 選  択 

公認心理師の職責 ２ 選  択 

行動分析学と認知行動療法 ２ 選  択 

災害心理学 ２ 選  択 

産業・組織心理学 ２ 選  択 

司法・犯罪心理学 ２ 選  択 

社会・集団・家族心理学 ２ 必  修 

社会に活かす心理学 １ 選  択 

社会情勢と現代カルチャーの心理学 ２ 選  択 

消費者理解の心理学 ２ 選  択 

症例から学ぶ心の病とその支援 ２ 選  択 

障害者・障害児心理学 ２ 選  択 

心理演習 １ 選  択 

心理学概論 ２ 必  修 

心理学的支援法 ２ 必  修 

心理学統計法Ⅰ ２ 必  修 

心理学統計法Ⅱ ２ 必  修 

心理学統計法Ⅲ １ 選  択 

心理実習 ２ 選  択 

心理的アセスメントⅠ ２ 必  修 

神経・生理心理学 ２ 選  択 

正常と異常の心理学 ２ 選  択 

精神分析学と意識・無意識 ２ 選  択 

多様化する家族の心理学 ２ 選  択 

体験的に学ぶ心理学的支援法 ２ 選  択 

知覚・認知心理学 ２ 必  修 

発達心理学 ２ 必  修 

臨床心理学概論 ２ 必  修  

恋愛心理学 ２ 選  択 

研究演習Ⅰ ２ 必  修 

研究演習Ⅱ ２ 必  修 

研究演習Ⅲ ２ 必  修 



 

区 分 科 目 名 単 位 履修区分 

研究演習Ⅳ ２ 必  修 

心理学研究法Ⅰ ２ 必  修 

心理学研究法Ⅱ ２ 選  択 

心理学研究法Ⅲ ２ 選  択 

心理学実験Ⅰ ２ 必  修 

心理学実験Ⅱ ２ 必  修 

心理学実験Ⅲ １ 選  択 

心理テストⅠ １ 必  修 

心理テストⅡ １ 選  択 

心理学特殊講義 ２ 選  択 



 

 

健康福祉学部 健康科学科 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

基 
 

礎 
 

分 
 

野 

基礎ゼミナールⅠ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅡ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅢ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅣ ２ 必  修 

総合教養 ２ 選  択 

英語コミュニケーションⅠ ２ 必  修 

英語コミュニケーションⅡ ２ 必  修 

英語コミュニケーションⅢ ２ 選  択 

英語コミュニケーションⅣ ２ 選  択 

総合英語Ⅰ ２ 選  択 

総合英語Ⅱ ２ 選  択 

総合英語Ⅲ ２ 選  択 

オーラルコミュニケーション ２ 選  択 

フランス語Ⅰ ２ 選  択 

フランス語Ⅱ ２ 選  択 

中国語Ⅰ ２ 選  択 

中国語Ⅱ ２ 選  択 

韓国語 ２ 選  択 

情報処理学Ⅰ １ 必  修 

情報処理学Ⅱ １ 必  修 

データサイエンス入門 ２ 必  修 

保健体育 ２ 選  択 

体育実技 １ 選  択 

基礎数学 １ 選  択 

生物学入門 １ 選  択 

基礎科学概論 ２ 選  択 

生命科学概論 ２ 選  択 

統計学 １ 選  択 

哲学 ２ 選  択 

人間学 ２ 選  択 

倫理学 ２ 選  択 

心理学 ２ 選  択 

法学 ２ 選  択 

日本国憲法 ２ 選  択 

人権教育 ２ 選  択 

経済学 ２ 選  択 

政治学 ２ 選  択 

社会学 ２ 選  択 

国際関係論 ２ 選  択 

日本史と世界 ２ 選  択 

社会福祉概論 ２ 選  択 

多文化と共生 １ 選  択 

キャリア開発 １ 必  修 

専門共通科目 社会福祉の原理と政策Ⅰ ２ 選  択 



 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

社会福祉の原理と政策Ⅱ ２ 選  択 

専 
 
 

門 
 
 

共 
 
 

通 
 
 

科 
 
 

目 

社会保障Ⅰ ２ 選  択 

社会保障Ⅱ ２ 選  択 

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ２ 選  択 

児童福祉論Ⅰ ２ 選  択 

障害者福祉論Ⅰ ２ 選  択 

障害者福祉論Ⅱ ２ 選  択 

労働関係法令Ⅰ ２ 選  択 

労働関係法令Ⅱ ２ 選  択 

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ ２ 選  択 

産業保健概論 ２ 必  修 

サービスラーニング演習Ⅰ １ 選  択 

サービスラーニング演習Ⅱ ２ 選  択 

人間関係論 ２ 選  択 

健康管理学 ２ 選  択 

心理学統計法Ⅰ ２ 必  修 

福祉心理学 ２ 選  択 

教育・学校心理学 ２ 選  択 

司法・犯罪心理学 ２ 選  択 

臨床心理学概論 ２ 選  択 

心理学研究法Ⅰ ２ 必  修 

カウンセリング論 ２ 必  修 

心理療法各論 ２ 必  修 

心理学概論 ２ 選  択 

社会・集団・家族心理学 ２ 選  択 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

健康科学概論 ２ 必  修 

多様性の理解 ２ 必  修 

ストレスマネジメント ２ 必  修 

安全の科学 ２ 選  択 

ライフキャリアカウンセリング演習 ２ 選  択 

リラクセーションの科学 ２ 選  択 

労働衛生学Ⅰ ２ 選  択 

労働衛生学Ⅱ ２ 選  択 

解剖生理学Ⅰ ２ 選  択 

解剖生理学Ⅱ ２ 選  択 

微生物学 ２ 選  択 

栄養学 ２ 選  択 

衛生学 ２ 選  択 

公衆衛生学 ２ 選  択 

薬理学 ２ 選  択 

人体の構造と機能及び疾病 ２ 選  択 

臨床医学 ２ 選  択 

精神医学と精神医療Ⅰ ２ 選  択 

精神医学と精神医療Ⅱ ２ 選  択 

小児疾患総論 ２ 選  択 

小児疾患各論 ２ 選  択 

健康教育学原論 ２ 選  択 



 

 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

健康行動評価・測定実習 ２ 選  択 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

養護入門 ２ 選  択 

養護概説 ２ 選  択 

看護学概論 ２ 選  択 

看護技術Ⅰ ２ 選  択 

看護技術Ⅱ ２ 選  択 

看護臨床実習 ３ 選  択 

救急処置Ⅰ ２ 選  択 

救急処置Ⅱ ２ 選  択 

環境衛生実習 ２ 選  択 

学校精神保健 ２ 選  択 

学校保健 ２ 選  択 

養護活動論Ⅰ ２ 選  択 

養護活動論Ⅱ ２ 選  択 

健康相談活動論 ２ 選  択 

特別支援教育概論 ２ 選  択 

養護実践演習 ２ 選  択 

保健科指導法Ⅰ ２ 選  択 

保健科指導法Ⅱ ２ 選  択 

保健科指導法Ⅲ ２ 選  択 

保健科指導法Ⅳ ２ 選  択 

公認心理師の職責 ２ 選  択 

学習・言語心理学 ２ 選  択 

健康・医療心理学 ２ 選  択 

障害者・障害児心理学 ２ 選  択 

発達心理学 ２ 必  修 

教育心理学 ２ 選  択 

知覚・認知心理学 ２ 選  択 

感情・人格心理学 ２ 選  択 

神経・生理心理学 ２ 選  択 

精神疾患とその治療 ２ 選  択 

関係行政論 ２ 選  択 

心理実習 ２ 選  択 

心理学実験Ⅰ １ 選  択 

産業・組織心理学 ２ 選  択 

産業・組織心理学Ⅱ ２ 選  択 

心理学的支援法 ２ 選  択 

心理演習 １ 選  択 

心理的アセスメントⅠ ２ 選  択 

研究演習Ⅰ ２ 必  修 

研究演習Ⅱ ２ 必  修 

研究演習Ⅲ ２ 必  修 

研究演習Ⅳ ２ 必  修 

教
育
職
員
免

許
に
関
す
る

科
目 

教職概論 ２ 自  由 

教育原論 ２ 自  由 

教育社会学 ２ 自  由 

教育課程論 １ 自  由 

特別活動論 １ 自  由 



 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

道徳教育論 ２ 自  由 

総合的な学習の時間の指導法 １ 自  由 

教育方法論（ICT活用含む） ２ 自  由 

生徒指導論 １ 自  由 

学校教育相談 ２ 自  由 

教
育
職
員
免
許

に
関
す
る
科
目 

進路指導論 １ 自  由 

教職実践演習（中・高） ２ 自  由 

教職実践演習（養護教諭） ２ 自  由 

教育実習（中学校） ５ 自  由 

教育実習（高等学校） ３ 自  由 

養護実習 養教５ 自  由 

 

  



 

 

健康福祉学部 福祉栄養学科 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

基 
 

礎 
 

分 
 

野 

基礎ゼミナールⅠ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅡ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅢ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅣ ２ 必  修 

総合教養 ２ 選  択 

英語コミュニケーションⅠ ２ 必  修 

英語コミュニケーションⅡ ２ 必  修 

英語コミュニケーションⅢ ２ 選  択 

英語コミュニケーションⅣ ２ 選  択 

総合英語Ⅰ ２ 選  択 

総合英語Ⅱ ２ 選  択 

総合英語Ⅲ ２ 選  択 

オーラルコミュニケーション ２ 選  択 

フランス語Ⅰ ２ 選  択 

フランス語Ⅱ ２ 選  択 

中国語Ⅰ ２ 選  択 

中国語Ⅱ ２ 選  択 

韓国語 ２ 選  択 

情報処理学Ⅰ １ 必  修 

情報処理学Ⅱ １ 必  修 

データサイエンス入門 ２ 必  修 

保健体育 ２ 選  択 

体育実技 １ 選  択 

基礎数学 １ 選  択 

生物学入門 １ 選  択 

基礎科学概論 ２ 選  択 

生命科学概論 ２ 選  択 

統計学 １ 選  択 

哲学 ２ 選  択 

人間学 ２ 選  択 

倫理学 ２ 選  択 

心理学 ２ 選  択 

法学 ２ 選  択 

日本国憲法 ２ 選  択 

人権教育 ２ 選  択 

経済学 ２ 選  択 

政治学 ２ 選  択 

社会学 ２ 選  択 

国際関係論 ２ 選  択 

日本史と世界 ２ 選  択 

社会福祉概論 ２ 選  択 

多文化と共生 １ 選  択 

キャリア開発 １ 必  修 

栄養の科学 ２ 必  修 



 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

専 

門 

科 

目 

栄養学特殊講義 １ 必  修 

福祉栄養論Ⅰ ２ 必  修 

福祉栄養論Ⅱ ２ 必  修 

有機化学 ２ 必  修 

生化学Ⅰ ２ 必  修 

生化学Ⅱ ２ 選  択 

生化学実験Ⅰ １ 必  修 

生化学実験Ⅱ １ 必  修 

公衆衛生学 ２ 必  修 

公衆衛生学実験 １ 必  修 

解剖生理学Ⅰ ２ 必  修 

解剖生理学Ⅱ ２ 必  修 

解剖生理学実験Ⅰ １ 必  修 

解剖生理学実験Ⅱ １ 必  修 

病理学Ⅰ ２ 必  修 

病理学Ⅱ ２ 選  択 

健康管理論 ２ 必  修 

食品衛生学 ２ 必  修 

食品衛生学実験 １ 必  修 

食品学Ⅰ ２ 必  修 

食品学Ⅱ ２ 選  択 

食品学実験Ⅰ １ 必  修 

食品学実験Ⅱ １ 必  修 

食品加工学 ２ 必  修 

調理学 ２ 必  修 

調理学基礎実習Ⅰ １ 必  修 

調理学基礎実習Ⅱ １ 必  修 

基礎栄養学Ⅰ ２ 必  修 

基礎栄養学Ⅱ ２ 必  修 

基礎栄養学実験 １ 必  修 

栄養生理学実験 １ 必  修 

ライフステージ栄養学 ２ 必  修 

ライフステージ栄養学実習 １ 必  修 

環境栄養学 ２ 必  修 

運動栄養学 ２ 必  修 

栄養指導・教育論Ⅰ ２ 必  修 

栄養指導・教育論Ⅱ ２ 選  択 

栄養教育論実習 １ 必  修 

食育論 ２ 必  修 

「食」介護・支援論 ２ 必  修 

臨床栄養学総論 ２ 必  修 

臨床栄養学各論Ⅰ ２ 必  修 

臨床栄養学各論Ⅱ ２ 選  択 

臨床栄養学実習 １ 必  修 

治療食実習 １ 必  修 

栄養アセスメント ２ 必  修 

公衆栄養学Ⅰ ２ 必  修 

公衆栄養学Ⅱ ２ 必  修 



 

 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

栄養情報論実習 １ 必  修 

給食経営管理論Ⅰ ２ 必  修 

給食経営管理論Ⅱ ２ 必  修 

給食経営管理論実習 １ 必  修 

栄養ケア・マネジメント １ 選択必修 

栄養サポートチーム（NST）演習 ２ 選択必修 

栄養薬理学 ２ 選択必修 

生活習慣病論 １ 選択必修 

食品開発・品質管理演習 ２ 選択必修 

食料経済学 ２ 選択必修 

給食経営管理臨地実習 １ 必  修 

臨床栄養学臨地実習Ⅰ ２ 選  択 

臨床栄養学臨地実習Ⅱ １ 選  択 

地域保健臨地実習 １ 選  択 

フードスペシャリスト論 ２ 選  択 

フードコーディネート論 ２ 選択必修 

食育実践演習 ２ 選択必修 

学校栄養指導論 ２ 選択必修 

栄養教諭の職務 １ 選択必修 

学校栄養教育概論 １ 選択必修 

研究演習Ⅰ ２ 必  修 

研究演習Ⅱ ２ 必  修 

研究演習Ⅲ ２ 必  修 

研究演習Ⅳ ２ 必  修 

教
育
職
員
免
許
に
関
す
る
科
目 

教職概論 ２ 自  由 

教育原論 ２ 自  由 

教育心理学 ２ 自  由 

教育社会学 ２ 自  由 

特別支援教育概論 ２ 自  由 

教育課程論 １ 自  由 

特別活動論 １ 自  由 

道徳教育論 ２ 自  由 

総合的な学習の時間の指導法 １ 自  由 

教育方法論（ICT活用含む） ２ 自  由 

生徒指導論 １ 自  由 

学校教育相談 ２ 自  由 

教職実践演習（栄養教諭） ２ 自  由 

事前・事後指導 １ 自  由 

栄養教育実習 １ 自  由 



 

保健医療学部 リハビリテーション学科 理学療法学専攻 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

基 
 

礎 
 

分 
 

野 

基礎ゼミナールⅠ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅡ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅢ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅣ ２ 必  修 

総合教養 ２ 選  択 

英語コミュニケーションⅠ ２ 必  修 

英語コミュニケーションⅡ ２ 必  修 

医療英語 １ 必  修 

総合英語Ⅰ ２ 選  択 

総合英語Ⅱ ２ 選  択 

総合英語Ⅲ ２ 選  択 

オーラルコミュニケーション ２ 選  択 

フランス語Ⅰ ２ 選  択 

フランス語Ⅱ ２ 選  択 

中国語Ⅰ ２ 選  択 

中国語Ⅱ ２ 選  択 

韓国語 ２ 選  択 

情報処理学Ⅰ １ 必  修 

情報処理学Ⅱ １ 選  択 

データサイエンス入門 ２ 必  修 

保健体育 ２ 選  択 

体育実技 １ 選  択 

基礎数学 １ 選  択 

生物学入門 １ 選  択 

基礎科学概論 ２ 必  修 

生命科学概論 ２ 必  修 

統計学 １ 選  択 

哲学 ２ 選  択 

人間学 ２ 選  択 

倫理学 ２ 選  択 

心理学 ２ 必  修 

法学 ２ 選  択 

日本国憲法 ２ 選  択 

人権教育 ２ 選  択 

経済学 ２ 選  択 

政治学 ２ 選  択 

社会学 ２ 選  択 

国際関係論 ２ 選  択 

日本史と世界 ２ 選  択 

社会福祉概論 ２ 選  択 

多文化と共生 １ 選  択 

医療キャリアデザイン １ 必  修 

専門基礎分野 
基礎解剖学演習 ２ 必  修 

解剖学演習 ２ 必  修 



 

 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

解剖学特別演習 １ 必  修 

専 
 

門 
 

基 
 

礎 
 

分 
 

野 

基礎生理学演習 ２ 必  修 

生理学演習 ２ 必  修 

運動・応用生理学 １ 必  修 

運動学 １ 必  修 

人間発達学 ２ 必  修 

病理学 １ 必  修 

整形外科学 １ 必  修 

内科学・生活習慣病 ２ 必  修 

神経内科学 １ 必  修 

精神医学 ２ 必  修 

高次脳機能障害学演習 １ 必  修 

小児科学 １ 必  修 

救急医療 １ 必  修 

臨床精神医学 １ 選  択 

医療安全・感染症学 １ 必  修 

リハビリテーション医学 １ 必  修 

日常生活動作 １ 必  修 

薬理学 １ 必  修 

作業療法学 １ 必  修 

栄養学 １ 必  修 

健康増進・予防理学療法学演習 １ 必  修 

リハビリテーション概論 ２ 必  修 

生命倫理学 ２ 選  択 

医療経済学 １ 選  択 

臨床心理学 ２ 必  修 

生活支援技術演習 １ 必  修 

地域・医療連携論 １ 必  修 

障害者福祉論 １ 選  択 

老人福祉論 １ 選  択 

公衆衛生学 ２ 選  択 

専 
 

門 
 

分 
 

野 

理学療法概論 ２ 必  修 

臨床運動学 ２ 必  修 

理学療法研究法 １ 必  修 

理学療法特論 １ 必  修 

理学療法管理学Ⅰ １ 必  修 

理学療法管理学Ⅱ １ 必  修 

理学療法評価学Ⅰ（概論・バイタル・形態

測定、ROM、痛み） 
２ 必  修 

理学療法評価学Ⅱ（筋機能） ２ 必  修 

理学療法評価学Ⅲ（神経学的評価） １ 必  修 

理学療法評価学Ⅳ（画像評価・動作分析

の基礎） 
１ 必  修 

理学療法臨床学演習Ⅰ（ﾍﾟｰﾊﾟｰﾍﾟｲｼｪﾝﾄ） ２ 必  修 

理学療法臨床学演習Ⅱ（模擬患者） ２ 必  修 

運動療法学 １ 必  修 

物理療法学Ⅰ（基礎） １ 必  修 

物理療法学Ⅱ（臨床的応用） １ 必  修 



 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

専 
 

門 
 

分 
 

野 

義肢装具学 １ 必  修 

運動器障害理学療法学Ⅰ（基礎） １ 必  修 

運動器障害理学療法学Ⅱ（臨床的応用） １ 必  修 

神経障害理学療法学Ⅰ（基礎） １ 必  修 

神経障害理学療法学Ⅱ（臨床的応用） １ 必  修 

発達障害理学療法学 １ 必  修 

内部障害理学療法学Ⅰ（呼吸器疾患） １ 必  修 

内部障害理学療法学Ⅱ（心疾患） １ 必  修 

代謝疾患・がん理学療法学 １ 必  修 

理学療法治療技術特論 １ 必  修 

スポーツ傷害理学療法学 １ 必  修 

高齢者理学療法学 １ 必  修 

領域別理学療法演習 １ 必  修 

理学療法総合演習 ２ 必  修 

回復期リハビリテーション学 １ 選  択 

地域理学療法学 ２ 必  修 

生活環境学演習 １ 必  修 

臨床実習Ⅰ（臨床見学実習） ２ 必  修 

臨床実習Ⅱ（臨床評価実習） ４ 必  修 

臨床実習Ⅲ（臨床治療実習） 13 必  修 

臨床実習Ⅳ（保健福祉実習） １ 必  修 

卒業研究 ２ 必  修 



 

 

保健医療学部 リハビリテーション学科 作業療法学専攻 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

基 
 

礎 
 

分 
 

野 

基礎ゼミナールⅠ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅡ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅢ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅣ ２ 必  修 

総合教養 ２ 選  択 

英語コミュニケーションⅠ ２ 必  修 

英語コミュニケーションⅡ ２ 必  修 

医療英語 １ 必  修 

総合英語Ⅰ ２ 選  択 

総合英語Ⅱ ２ 選  択 

総合英語Ⅲ ２ 選  択 

オーラルコミュニケーション ２ 選  択 

フランス語Ⅰ ２ 選  択 

フランス語Ⅱ ２ 選  択 

中国語Ⅰ ２ 選  択 

中国語Ⅱ ２ 選  択 

韓国語 ２ 選  択 

情報処理学Ⅰ １ 必  修 

情報処理学Ⅱ １ 選  択 

データサイエンス入門 ２ 必  修 

保健体育 ２ 選  択 

体育実技 １ 選  択 

基礎数学 １ 選  択 

生物学入門 １ 選  択 

基礎科学概論 ２ 必  修 

生命科学概論 ２ 必  修 

統計学 １ 選  択 

哲学 ２ 選  択 

人間学 ２ 選  択 

倫理学 ２ 選  択 

心理学 ２ 必  修 

法学 ２ 選  択 

日本国憲法 ２ 選  択 

人権教育 ２ 選  択 

経済学 ２ 選  択 

政治学 ２ 選  択 

社会学 ２ 選  択 

国際関係論 ２ 選  択 

日本史と世界 ２ 選  択 

社会福祉概論 ２ 選  択 

多文化と共生 １ 選  択 

医療キャリアデザイン １ 必  修 

専門基礎分野 

基礎解剖学演習 ２ 必  修 

解剖学演習 ２ 必  修 

解剖学特別演習 １ 必  修 



 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

基礎生理学演習 ２ 必  修 

専 
 

門 
 

基 
 

礎 
 

分 
 

野 

生理学演習 ２ 必  修 

運動・応用生理学 １ 必  修 

運動学 １ 必  修 

人間発達学 ２ 必  修 

病理学 １ 必  修 

整形外科学 １ 必  修 

内科学・生活習慣病 ２ 必  修 

神経内科学 １ 必  修 

精神医学 ２ 必  修 

高次脳機能障害学演習 １ 必  修 

小児科学 １ 必  修 

救急医療 １ 必  修 

臨床精神医学 １ 必  修 

医療安全・感染症学 １ 必  修 

リハビリテーション医学 １ 必  修 

理学療法学 １ 選  択 

薬理学 １ 必  修 

栄養学 １ 必  修 

予防学（予防の基礎：OT） １ 必  修 

リハビリテーション概論 ２ 必  修 

生命倫理学 ２ 選  択 

医療経済学 １ 選  択 

臨床心理学 ２ 必  修 

地域・医療連携論 １ 必  修 

障害者福祉論 １ 選  択 

老人福祉論 １ 選  択 

公衆衛生学 ２ 選  択 

専 
 

門 
 

分 
 

野 

作業療法概論 １ 必  修 

作業運動学 １ 必  修 

臨床作業運動学 １ 必  修 

基礎作業学Ⅰ（基礎と作業分析） ２ 必  修 

基礎作業学Ⅱ（治療的応用） １ 必  修 

作業療法理論 １ 選  択 

研究演習 １ 必  修 

作業療法管理学Ⅰ １ 必  修 

作業療法管理学Ⅱ １ 必  修 

作業療法評価学 総論 １ 必  修 

身体機能作業療法評価学Ⅰ（検査測定演習・
実習） 

２ 必  修 

精神機能作業療法評価学 １ 必  修 

身体機能作業療法評価学Ⅱ（身体機能・高
次脳機能・画像評価） 

１ 必  修 

精神機能作業療法治療学 １ 必  修 

身体機能作業療法学総論 １ 必  修 

高齢期作業療法学 １ 必  修 

発達過程作業療法学 １ 必  修 

精神機能作業療法総合演習Ⅰ（評価） １ 必  修 



 

 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

専 
 

門 
 

分 
 

野 

精神機能作業療法総合演習Ⅱ（治療） １ 必  修 

身体機能作業療法学各論Ⅰ（脳血管・運動
器疾患） 

１ 必  修 

身体機能作業療法学各論Ⅱ（内部障害・が
ん他） 

１ 必  修 

認知機能作業療法学 １ 必  修 

発達過程作業療法治療学 １ 選  択 

作業療法学総論 １ 必  修 

義肢装具学 ２ 必  修 

環境と作業療法 １ 選  択 

職業リハビリテーション演習 １ 選  択 

領域別演習（基礎・身体・精神・発達・地域） １ 必  修 

身体機能作業療法総合演習Ⅰ（基礎） １ 必  修 

身体機能作業療法総合演習Ⅱ（評価） １ 必  修 

身体機能作業療法総合演習Ⅲ（治療） １ 必  修 

作業遂行学Ⅰ（基礎） １ 必  修 

作業遂行学Ⅱ（評価） １ 必  修 

作業遂行学Ⅲ（治療） １ 必  修 

身体機能作業療法治療学 １ 選  択 

地域作業療法学 ２ 必  修 

高齢期地域生活支援論 １ 必  修 

生活環境整備論 １ 必  修 

臨床実習Ⅰ（見学実習前期） １ 必  修 

臨床実習Ⅱ（見学実習後期） ２ 必  修 

臨床実習Ⅲ（評価実習前期） ６ 必  修 

臨床実習Ⅳ（評価実習後期） ５ 必  修 

臨床実習Ⅴ（総合実習） ８ 必  修 

臨床実習Ⅵ（インターンシップ実習） ３ 必  修 

卒業研究 ２ 必  修 



 

保健医療学部 リハビリテーション学科 言語聴覚学専攻 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

基 
 

礎 
 

分 
 

野 

基礎ゼミナールⅠ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅡ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅢ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅣ ２ 必  修 

総合教養 ２ 選  択 

英語コミュニケーションⅠ ２ 必  修 

英語コミュニケーションⅡ ２ 必  修 

医療英語 １ 必  修 

総合英語Ⅰ ２ 選  択 

総合英語Ⅱ ２ 選  択 

総合英語Ⅲ ２ 選  択 

オーラルコミュニケーション ２ 選  択 

フランス語Ⅰ ２ 選  択 

フランス語Ⅱ ２ 選  択 

中国語Ⅰ ２ 選  択 

中国語Ⅱ ２ 選  択 

韓国語 ２ 選  択 

情報処理学Ⅰ １ 必  修 

情報処理学Ⅱ １ 選  択 

データサイエンス入門 ２ 必  修 

保健体育 ２ 選  択 

体育実技 １ 選  択 

基礎数学 １ 選  択 

生物学入門 １ 選  択 

基礎科学概論 ２ 必  修 

生命科学概論 ２ 必  修 

統計学 １ 必  修 

哲学 ２ 選  択 

人間学 ２ 選  択 

倫理学 ２ 選  択 

心理学 ２ 選  択 

法学 ２ 選  択 

日本国憲法 ２ 選  択 

人権教育 ２ 選  択 

経済学 ２ 選  択 

政治学 ２ 選  択 

社会学 ２ 選  択 

国際関係論 ２ 選  択 

日本史と世界 ２ 選  択 

社会福祉概論 ２ 選  択 
多文化と共生 １ 選  択 

医療キャリアデザイン １ 必  修 

専
門
基
礎
分

野 

解剖学 １ 必  修 

解剖学演習 ２ 必  修 

生理学 ２ 必  修 

医学総論 １ 必  修 

病理学 １ 必  修 



 

 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

公衆衛生学 ２ 選  択 

専 
 

門 
 

基 
 

礎 
 

分 
 

野 

薬理学 １ 必  修 

内科学・生活習慣病 ２ 必  修 

神経内科学 １ 必  修 

耳鼻咽喉科学 １ 必  修 

小児科学 １ 必  修 

救急医療 １ 必  修 

精神医学 ２ 必  修 

医療安全・感染症学 １ 必  修 

リハビリテーション医学 １ 必  修 

臨床歯科医学 １ 必  修 

音声・言語・聴覚医学 ２ 必  修 

発達心理学 ２ 必  修 

学習・認知心理学 ２ 必  修 

臨床心理学 ２ 必  修 

心理測定法 １ 必  修 

言語学・音声学Ⅰ ２ 必  修 
言語学・音声学Ⅱ ２ 必  修 
言語学・音声学Ⅲ ２ 必  修 

音響学 ２ 必  修 

言語発達学 １ 必  修 

リハビリテーション概論 ２ 必  修 

障害者福祉論 １ 選  択 

老人福祉論 １ 選  択 

人間発達学 ２ 選  択 
生命倫理学 ２ 選  択 

栄養学 １ 必  修 

専 
 

門 
 

分 
 

野 

言語聴覚障害基礎セミナー １ 必  修 

言語聴覚障害概論Ⅰ １ 必  修 

言語聴覚障害演習 １ 必  修 

言語聴覚障害概論Ⅱ １ 必  修 

言語聴覚障害学総論 ２ 必  修 

言語聴覚障害学各論 １ 選  択 

失語・高次脳機能障害学概論Ⅰ ２ 必  修 

失語・高次脳機能障害学概論Ⅱ ２ 必  修 

失語・高次脳機能障害学演習Ⅰ １ 必  修 

失語・高次脳機能障害学演習Ⅱ ２ 必  修 

言語発達障害学Ⅰ ２ 必  修 

言語発達障害学Ⅱ １ 必  修 

言語発達障害学演習Ⅰ １ 必  修 

言語発達障害学演習Ⅱ ２ 必  修 

発声発語・摂食嚥下障害学Ⅰ １ 必  修 

発声発語・摂食嚥下障害学Ⅱ １ 必  修 

発声発語・摂食嚥下障害学Ⅲ １ 必  修 

発声発語・摂食嚥下障害学Ⅳ ２ 必  修 

発声発語・摂食嚥下障害学Ⅴ １ 必  修 

発声発語・摂食嚥下障害学演習Ⅰ ２ 必  修 

発声発語・摂食嚥下障害学演習Ⅱ １ 必  修 

聴覚障害学Ⅰ １ 必  修 



 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

聴覚障害学Ⅱ １ 必  修 

専 
 

門 
 

分 
 

野 

聴覚障害学Ⅲ １ 必  修 

聴覚障害学演習Ⅰ ２ 必  修 

聴覚障害学演習Ⅱ ２ 必  修 

地域言語聴覚療法学 ２ 必  修 

言語聴覚療法管理学Ⅰ １ 必  修 

言語聴覚療法管理学Ⅱ １ 必  修 

臨床実習基礎Ⅰ １ 必  修 

臨床実習基礎Ⅱ １ 必  修 

臨床実習基礎Ⅲ １ 必  修 

臨床実習Ⅰ ２ 必  修 

臨床実習Ⅱ ５ 必  修 

臨床実習Ⅲ ９ 必  修 

卒業研究 ２ 選  択 

 

  



 

 

教育学部 教育学科 子ども発達教育専攻 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

基 
 

礎 
 

分 
 

野 

基礎ゼミナールⅠ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅡ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅢ ２ 必  修 

基礎ゼミナールⅣ ２ 必  修 

総合教養 ２ 選  択 

英語コミュニケーションⅠ ２ 必  修 

英語コミュニケーションⅡ ２ 必  修 

英語コミュニケーションⅢ ２ 選  択 

英語コミュニケーションⅣ ２ 選  択 

総合英語Ⅰ ２ 選  択 

総合英語Ⅱ ２ 選  択 

総合英語Ⅲ ２ 選  択 

オーラルコミュニケーション ２ 選  択 

フランス語Ⅰ ２ 選  択 

フランス語Ⅱ ２ 選  択 

中国語Ⅰ ２ 選  択 

中国語Ⅱ ２ 選  択 

韓国語 ２ 選  択 

情報処理学Ⅰ １ 必  修 

情報処理学Ⅱ １ 必  修 

データサイエンス入門 ２ 必  修 

保健体育 １ 選  択 

体育実技 １ 選  択 

基礎数学 １ 選  択 

生物学入門 １ 選  択 

基礎科学概論 ２ 選  択 

生命科学概論 ２ 選  択 

統計学 １ 選  択 

哲学 ２ 選  択 

人間学 ２ 選  択 

倫理学 ２ 選  択 

心理学 ２ 選  択 

法学 ２ 選  択 

日本国憲法 ２ 選  択 

人権教育 ２ 選  択 

経済学 ２ 選  択 

政治学 ２ 選  択 

社会学 ２ 選  択 

国際関係論 ２ 選  択 

日本史と世界 ２ 選  択 

社会福祉概論 ２ 選  択 

多文化と共生 １ 選  択 

キャリア開発 １ 必  修 

専門共通科目 人間関係論 ２ 選  択 



 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

レクリエーション論 ２ 選  択 

専
門
共
通
科
目 

障害者福祉論 ２ 選  択 

健康・医療心理学 ２ 選  択 

人格心理学 ２ 選  択 

ポジティブ心理学 ２ 選  択 

家族関係論 ２ 選  択 

幼保小連携 ２ 選  択 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

教職概論 ２ 必  修 

教育原理 ２ 必  修 

学校経営論 ２ 必  修 

教育課程論 ２ 必  修 

教育心理学 ２ 必  修 

特別支援教育論 ２ 必  修 

学習心理学 ２ 選  択 

道徳教育論 ２ 必  修 

特別活動の指導法 ２ 選  択 

教育の方法と技術（ICT活用含む） ２ 必  修 

生徒・進路指導論 ２ 選  択 

教育相談の理論と方法 ２ 必  修 

異文化理解と教育 ２ 選  択 

子どもと自然 ２ 選  択 

消費者教育学 ２ 選  択 

総合的な学習の時間の指導法 １ 選  択 

国語（小） ２ 選  択 

社会（小） ２ 選  択 

算数（小） ２ 選  択 

理科（小） ２ 選  択 

生活（小） ２ 選  択 

音楽（小） ２ 選  択 

図画工作（小） ２ 選  択 

家庭（小） ２ 選  択 

体育（小） ２ 選  択 

初等英語 ２ 選  択 

初等教科教育法（国語） ２ 必  修 

初等教科教育法（社会） ２ 必  修 

初等教科教育法（算数） ２ 必  修 

初等教科教育法（理科） 

初等教科教育法（生活） 

２ 

２ 

必  修 

選  択 

初等教科教育法（音楽） ２ 選  択 

初等教科教育法（図画工作） ２ 選  択 

初等教科教育法（家庭） ２ 選  択 

初等教科教育法（体育） ２ 選  択 

初等教科教育法（英語） ２ 必  修 

教育実習 ５ 選  択 

教職実践演習（幼・小） ２ 選  択 



 

 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

特別支援教育の基礎 ２ 選  択 

知的障害者の心理 ２ 選  択 

知的障害者の生理・病理 ２ 選  択 

肢体不自由者の心理・生理・病理 ２ 選  択 

病弱者の心理・生理・病理 ２ 選  択 

知的障害者教育論 ２ 選  択 

肢体不自由教育論 ２ 選  択 

病弱教育の理論と実際 ２ 選  択 

障害のアセスメント ２ 選  択 

視覚障害教育総論 ２ 選  択 

聴覚障害教育総論 ２ 選  択 

言語障害教育概論 ２ 選  択 

自閉症スペクトラム障害概論 ２ 選  択 

学習障害・注意欠陥多動性障害概論 ２ 選  択 

発達障害児の指導法 ２ 選  択 

教育学入門Ⅰ １ 必  修 

教育学入門Ⅱ １ 必  修 

生涯学習論 １ 選  択 

教育福祉論 １ 選  択 

特別支援教育実習 ３ 選  択 

研究演習Ⅰ ２ 必  修 

研究演習Ⅱ ２ 必  修 

研究演習Ⅲ ２ 必  修 

研究演習Ⅳ ２ 必  修 

保育原理 ２ 選  択 

子ども家庭福祉 ２ 選  択 

社会福祉 ２ 選  択 

子ども家庭支援論 ２ 選  択 

社会的養護Ⅰ ２ 選  択 

保育者論 ２ 選  択 

保育の心理学 ２ 選  択 

子どもの理解と援助 １ 選  択 

子ども家庭支援の心理学 ２ 選  択 

子どもの保健 ２ 選  択 

子どもの食と栄養 

幼児理解の理論と方法 

２ 

２ 

選  択 

必  修 

子どもの健康と安全 １ 選  択 

保育の計画と評価 

保育内容総論 

保育内容演習（健康） 

保育内容演習（人間関係） 

保育内容演習（環境） 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

選  択 

必  修 

必  修 

必  修 

必  修 



 

区 分 科  目  名 単 位 履修区分 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

保育内容演習（言葉） ２ 必  修 

保育内容演習（造形表現） 

保育内容演習（音楽表現） 

乳児保育Ⅰ 

乳児保育Ⅱ 

障害児保育 

社会的養護Ⅱ 

子育て支援 

子どもと健康 

子どもと人間関係  

子どもと環境 

子どもと言葉 

子どもと造形表現  

子どもと音楽表現  

保育内容の理解と方法Ⅰ 

保育内容の理解と方法Ⅱ 

保育実践演習 

保育実習Ⅰ（保育所） 

保育実習Ⅰ（施設） 

保育実習Ⅱ 

保育実習Ⅲ 

保育実習指導Ⅰ（保育所） 

保育実習指導Ⅰ（施設） 

保育実習指導Ⅱ 

保育実習指導Ⅲ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

選  択 

選  択 

選  択 

選  択 

選  択 

選  択 

選  択 

必  修 

必  修 

必  修 

必  修 

選  択 

選  択 

選  択 

選  択 

選  択 

選  択 

選  択 

選  択 

選  択 

選  択 

選  択 

選  択 

選  択 

 

  



 

 

［別表２］ 卒業に必要な最低単位数 

学部・学科・専攻 基礎分野 
内 

卒業必修 

専門共通科目 

(専門基礎分野※1) 

及び専門科目 

(専門分野※1) 

内 

卒業必修 
卒業単位 

社会福祉学部      

福祉創造学科 24単位 17単位 100単位 20単位 124単位 

心理科学部      

心理科学科 24単位 17単位 100単位 41単位 124単位 

健康福祉学部      

健康科学科 24単位 17単位 100単位 24単位 124単位 

福祉栄養学科 24単位 17単位 100単位 

86単位及び選

択必修 

６単位※2 

124単位 

保健医療学部      

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 

理学療法学専攻 
24単位 23単位 100単位 97単位 124単位 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 

作業療法学専攻 
24単位 23単位 100単位 98単位 124単位 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 

言語聴覚学専攻 
24単位 22単位 100単位 98単位 124単位 

教育学部      

教育学科 

子ども発達教育専攻 
24単位 17単位 100単位 58単位 124単位 

※1 保健医療学部のみ適用 

※2 選択必修科目18単位の内６単位 

  



 

[別表３] 

学納金の明細 

 

学部 学科 入学金 授業料 教育充実費 合計 

社会福祉学部 福祉創造学科 ￥200,000 ￥1,000,000 ￥250,000 ￥1,450,000 

心理科学部 心理科学科 ￥200,000 ￥1,000,000 ￥250,000 ￥1,450,000 

健康福祉学部 
健康科学科 ￥200,000 ￥1,000,000 ￥250,000 ￥1,450,000 

福祉栄養学科 ￥200,000 ￥1,200,000 ￥200,000 ￥1,600,000 

保健医療学部 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 ￥200,000 ￥1,200,000 ￥450,000 ￥1,850,000 

教育学部 教育学科 ￥200,000 ￥1,000,000 ￥250,000 ￥1,450,000 

① 入学金は第１年次入学及び第３年次編入学時のみ納入。 


